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(57)【要約】
【課題】ヘッドホンのコードの保護作用を向上させると
共に、タッチノイズを軽減する。
【解決手段】ヘッドホン１は、音声を出力するドライバ
ユニットを有するとともに、耳介内に装着される本体部
２と、本体部２内と連通し、珠間切痕に装着可能な形状
を有するブッシング４と、ブッシング４を介して本体部
２内に引き込まれ、ブッシング４内を蛇行するように配
設されるコード３とを備える。コード３は、ブッシング
４の形状に沿って蛇行するか、ブッシング４内で螺旋状
に蛇行することが好ましい。また、ブッシング４は、弾
性体からなることが好ましい。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声を出力するドライバユニットを有するとともに、耳介内に装着される本体部と、
　前記本体部内と連通し、珠間切痕に装着可能な形状を有するブッシングと、
　前記ブッシングを介して前記本体部内に引き込まれ、前記ブッシング内を蛇行するよう
に配設されるコードと、
を備えることを特徴とするヘッドホン。
【請求項２】
　前記コードは、前記ブッシングの形状に沿って蛇行する、
ことを特徴とする請求項１に記載のヘッドホン。
【請求項３】
　前記コードは、前記ブッシング内で螺旋状に蛇行する、
ことを特徴とする請求項１に記載のヘッドホン。
【請求項４】
　前記ブッシングは、前記本体部から下方及び後方へ延出する延出部を有し、
　前記コードは、前記延出部の形状に沿って蛇行する、
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載のヘッドホン。
【請求項５】
　前記延出部の後端部と前記本体部との間に隙間が形成されている、
ことを特徴とする請求項４に記載のヘッドホン。
【請求項６】
　前記コードは、前記延出部の下部から下方へ延出する、
ことを特徴とする請求項４又は５に記載のヘッドホン。
【請求項７】
　前記ブッシングは、弾性体からなる、
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載のヘッドホン。
【請求項８】
　前記本体部は、カナル型である、
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載のヘッドホン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耳介内に装着するヘッドホンの構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、音声を出力する本体とコードとの接続部に設けられるブッシングの屈曲
耐久性を向上させることを目的として、ブッシングを高硬度材料と低高度材料とで形成す
る構成を開示している。
【０００３】
　特許文献２は、コードが衣服等に接触することにより生ずるタッチノイズを軽減するこ
とを目的として、リモコンユニットとコードとの接続部に配されるブッシングに、弾性体
からなる複数の凸部を有する孔を形成する構成を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１７６６１５号公報
【特許文献２】特開２０１１－２１１４５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　ヘッドホンの本体部とコードとの接続部には、コードを破断等から保護するためにブッ
シングが設けられることが多い。また、このブッシングの存在により、上記特許文献２に
示されるように、タッチノイズを軽減する効果も得られる。
【０００６】
　しかし、近年のヘッドホンの小型化に伴いブッシングも小型化しているため、ブッシン
グによるコードの保護作用及びタッチノイズの軽減作用が低下している。
【０００７】
　また、上記特許文献１においては、ブッシングが本体部から略垂直に延出し、コードが
当該ブッシング内において直線状に配設されていることから、コードに引張荷重（コード
を本体部から引き抜き方向への荷重）が掛かった場合の保護作用が不足すると考えられる
。
【０００８】
　そこで、本発明は、ヘッドホンのコードの保護作用を向上させると共に、タッチノイズ
を軽減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様は、音声を出力するドライバユニット（２５）を有するとともに、耳介
（５）内に装着される本体部（２）と、本体部（２）内と連通し、珠間切痕（７）に装着
可能な形状を有するブッシング（４）と、ブッシング（４）を介して本体部（２）内に引
き込まれ、ブッシング（４）内を蛇行するように配設されるコード（３）とを備えること
を特徴とするヘッドホン（１）である。
【００１０】
　また、コード（３）は、ブッシング（４）内においてブッシング（４）の形状に沿って
蛇行するか、螺旋状に蛇行することが好ましい。
【００１１】
　また、ブッシング（４）は、本体部（２）から下方及び後方へ延出する延出部（１０）
を有し、前記コード（３）は、前記延出部の形状に沿って蛇行することが好ましい。
【００１２】
　また、延出部の後端部（１５）と本体部（２）との間には隙間（１６）が形成されてい
ることが好ましい。
【００１３】
　また、コード（３）は、延出部の下部（１７）から下方へ延出することが好ましい。
【００１４】
　また、ブッシング（４）は、弾性体からなることが好ましい。
【００１５】
　また、本体部（２）は、カナル型であることが好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ヘッドホンのコードの保護作用を向上させると共に、タッチノイズを
軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの構成を示す側面図である。
【図２】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの構成を示す正面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの構成を示す背面図である。
【図４】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの構成を示す斜視図である。
【図５】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの装着状態を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの第１の例の断面形状を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの第１の例に係るブッシング内のコードの
状態を示す図である。
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【図８】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの第２の例の断面形状を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの第３の例の断面形状を示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの第４の例の断面形状を示す図である。
【図１１】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの第５の例の断面形状を示す図である。
【図１２】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの第６の例の断面形状を示す図である。
【図１３】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの第７の例の断面形状を示す図である。
【図１４】本発明の実施の形態に係るヘッドホンの第８の例の断面形状を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　実施の形態
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。図１～図４は、本実施の
形態に係るヘッドホン１の外観を示している。図１は、ヘッドホン１の側面図であり、図
２は、ヘッドホン１の正面図であり、図３は、ヘッドホン１の背面図であり、図４は、ヘ
ッドホン１の斜視図である。図５は、ヘッドホン１の装着状態を示している。
　最初に、図１～図４を用いて本実施の形態のヘッドホン１の概要について説明する。
【００１９】
　ヘッドホン１は、本体部２、コード３、及びブッシング４を有する。
　本体部２は、音声を出力し、使用者の耳介５内に装着される。本体部２は、筺体１１及
びイヤーピース１２を有し、音声を出力するドライバユニット２５（後に詳述）等を内蔵
する。筺体１１は、中空状の金属または硬化性樹脂等からなる。イヤーピース１２は、エ
ラストマ、シリコン等の弾性体からなる。また、イヤーピース１２は、開口部１３を有し
、使用者の外耳道６に挿入可能な形状を有する。具体的には、主にイヤーピース１２に覆
われた部分が外耳道６に挿入されて使用者の耳に装着されることとなる。筺体１１とイヤ
ーピース１２とは一般的に着脱可能である。
　なお、本実施の形態においては、一例として、外耳道に筺体１１の一部が挿入されたと
きにドライバユニット２５が外耳道に包含される構成を採用している。
【００２０】
　コード３は、音声信号を本体部２に伝送するものであり、伝送に用いる導電線をエラス
トマ、塩化ビニル、布などの絶縁体で被覆してなるものである。図６及び図７に示すよう
に、コード３は、ブッシング４内を通り、筺体１１内に引き込まれている。なお、ブッシ
ング４は、筐体１１内と外部とを連通する通孔３１を内部に有しており、コード３は、こ
の通孔３１に挿入されることで、ブッシング４内に配設される。なお、ブッシング４を２
つ以上に切断し（又は切断したような状態で複数形成し）、その個々のブッシング４でコ
ード３を挟み込むように、個々のブッシング４同士を接着することで、コード３をブッシ
ング４内に配設してもよい。なお、コード３が配設されている状態においては、筐体１１
内と外部とは、必ずしも空間的に連通している必要はない。
【００２１】
　次に、図５，図６及び図７を用いてブッシング４についてさらに説明する。図６は、ヘ
ッドホン１の第１の例の断面形状を示している。図７は、ブッシング４内における第１の
例に係るコード３の状態を示している。また、図６に示す通り、振動板の中心を通りかつ
振動板と垂直な線Ｓｋと平行な方向を前後方向とし、特に、放音方向を前方向とする。ま
た、ブッシング４を長手方向に均等に切断した場合の切断面（図６、及び図８～図１４に
おける切断面）と平行な方向で、かつ、前後方向と垂直な方向を上下方向とし、特に筐体
１１側からブッシング４側へ向かう方向を下方向とする。
　ブッシング４は、コード３と筺体１１とを接続する部分に設けられ、筺体１１内と外部
とを連通させる。ブッシング４は、エラストマ、シリコン等の弾性体からなり、図５に示
すように、使用者の珠間切痕７に納まるように触れながら装着可能な形状を有する。この
ように、ブッシング４が珠間切痕７に装着されることにより、装着感及び装着安定性を向
上させることができる。
【００２２】
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　また、ブッシング４は、珠間切痕７へ接触したときに、珠間切痕７によって上方に押さ
れるようにその大きさが設計されている。そして、ブッシング４の後端部１５及び延出部
１０と、筺体１１との間には、隙間１６が形成されている。この隙間１６を設けたことに
よって、使用者の耳の形状に合わせてブッシング４が変位するため、多くの使用者におい
て、コード３が延出する位置と、使用者の頬等との相対的な位置が常にほぼ一定となり、
様々な使用者においてもコード３が人体に接触しやすく、タッチノイズ低減効果が高い。
　また、ブッシング４を下方及び後方へ斜めに延出させる形状（延出部１０）にしている
ため、様々な使用者において、ブッシング４が珠間切痕７によって上方に押されやすいよ
うになっている。また、隙間１６（又は薄肉部）が後方に向かって徐々に大きくなるよう
にしているため、後端部１５に近い部分ほど、弱い力でも変位しやすいようになっている
。
　以上のように、本実施の形態のブッシング４は、多くの使用者において、ブッシング４
の下面が珠間切痕７と接触するように構成されており、装着感を大きく向上することがで
きる。
【００２３】
　なお、隙間１６を設ける代わりに、ブッシング４よりも左右方向に薄肉の部材（薄肉部
）を、ブッシング４の延出部１０と筺体１１との間に設けても良い。この薄肉部はブッシ
ング又は筐体に連結させて構成することができる。また、弾性材料を用いることができ、
その弾性係数は、珠間切痕７によってブッシング４が上方に押されたときに、ブッシング
４が上方に移動可能な弾性係数であればよい。また、薄肉部はブッシング４と一体であっ
ても別体であってもよい。また、ブッシング４と同じ材料を用いてもよい。
【００２４】
　次に、図５，図６及び図７を用いてコード３の延出状態について説明する。前述のよう
に、ブッシング４は、筺体１１の下部から下方及び後方へ延出する形状（延出部１０）を
有しており、ブッシング４の後端部１５及び延出部１０と、筺体１１との間には、隙間１
６が形成されている。そして、コード３は、ブッシング４の後端部１５近傍の下部に形成
された孔１７から下方に延出している。このように、後端部１５近傍におけるブッシング
４の下部（下面）に形成された孔１７からコード３が延出することにより、タッチノイズ
低減効果が更に向上する。コード３が使用者の頬等に接触しやすくなり、振動がより吸収
・分散されやすくなるからである。
【００２５】
　以上のように、ブッシング４に延出部１０を設け、この延出部１０と、筺体１１との間
に隙間１６（又は薄肉部）が形成されていることにより、装着時に隙間１６がクッション
性を発揮し、装着感を大きく向上することができる。
　また、ブッシング４の後端部１５と筺体１１との間に隙間１６が形成されていることに
より、後端部１５の変動の自由度が増加するため、上記引張荷重がより吸収・分散されや
すくなる。これにより、コードの保護作用が更に向上する。
　また、後述するように、この延出部１０の形状に沿ってコードを蛇行させて配設するこ
とにより、ブッシング４とコード３との接触面積をより広くすることができ、さらにタッ
チノイズを軽減することができる。
【００２６】
　次に、図６及び図７を用いて、ヘッドホン１の内部構造について詳細に説明する。なお
、図６～図１４において、コード３については、ブッシング４内を透視したような状態に
おけるコード３の様子を示している。
【００２７】
　筺体１１は、イヤーピース１２側の端部に形成された第１の開口部２１及び下部に形成
された第２の開口部２２を有する。第１の開口部２１付近には、振動板、ボイスコイル、
マグネット等からなるドライバユニット２５が配置されている。第２の開口部２２には、
ブッシング４の上端部が固定されている。コード３は、当該ブッシング４に形成された通
孔３１を通り、筺体１１内に引き込まれている。コード３の先端部から露出した導電線３
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２は、ドライバユニット２５のボイスコイル等に接続され、ドライバユニット２５は、コ
ード３を介して入力される音声信号に基づく音声を放音（出力）する。
【００２８】
　次に、図６及び図７を用いて、ブッシング４内部におけるコード３の配設状態の第１の
例について詳細に説明する。コード３は、ブッシング４内において、ブッシング４の形状
に沿って蛇行している。当該蛇行形状には、略下方向から後方向へ湾曲する第１の蛇行部
４１及び略後方向から下方向へ湾曲する第２の蛇行部４２が含まれている。このように本
例においては、所定の基準線Ｓｋ(例えば振動板の中心を通り、かつ振動板と垂直な線)に
対する、第１の蛇行部４１よりも筐体側におけるコード３の接線Ｓａの角度と、基準線Ｓ
ｋに対する、第１の蛇行部４１と第２の蛇行部４２との間におけるコード３の接線Ｓｂの
角度と、基準線Ｓｋに対する、第２の蛇行部４２よりも筐体から遠い側におけるコード３
の接線Ｓｃの角度とが異なるように、コード３が蛇行している。
【００２９】
　このように、コード３がブッシング４内で蛇行していることにより、コード３と本体部
２との接続部分の保護作用を向上させることができる。コード３に引張荷重（コード３を
筺体１１から引き抜く方向への荷重）等が掛かった場合に、当該荷重がブッシング４、蛇
行部４１，４２、及び珠間切痕７を含む人体により吸収・分散されるからである。
【００３０】
　また、一般的にコード３を伝わる振動は別の素材に触れれば触れるほど振動は吸収され
てコード３を伝わるタッチノイズは低減されるため、コード３がブッシング４内を蛇行す
ることにより、ブッシング４内におけるコード３とブッシング４との接触面積が広くなり
、コード３を伝わる振動がブッシング４により吸収・分散されて、さらにタッチノイズを
軽減することができる。
【００３１】
　次に図８～図１４を用いて、ブッシング４内部におけるコード３の配設方法の他の例に
ついて説明する。図８～図１４は、ヘッドホン１の断面形状、即ちブッシング４内でのコ
ード３の蛇行形状の第２～第８の例を示している。これらの例は、上記ブッシング４内に
おけるコード３の蛇行形状が上記第１の例に限られるものではなく、様々なバリエーショ
ンを許容するものであることを示している。
【００３２】
　図８に示す第２の例に係るコード３は、略上下方向に折り返す４つの蛇行部５１，５２
，５３，５４を有する。図９に示す第３の例に係るコード３は、略前後方向に折り返す蛇
行部５５，５６を有する。図１０に示す第４の例に係るコード３は、螺旋状の蛇行部５７
を有する。図１１に示す第５の例に係るコード３は、略上下方向に折り返す２つの蛇行部
５８，５９を有する。図１２に示す第６の例に係るコード３は、凸形状の蛇行部６０を有
する。図１３に示す第７の例に係るコード３は、ハート形状の蛇行部６１を有する。
【００３３】
　図１４に示す第８の例においては、ブッシング４が筺体１１の内部に比較的大きく入り
込んでいる。コード３は、当該筺体１１内に入り込んだブッシング４の内部において、２
つの蛇行部６２，６３を有している。このように、コード３を、筐体１１の内部にけるブ
ッシング４内で蛇行するよう配設し、筐体１１の外部におけるブッシング４内では直線的
に配設すれば、ブッシング４が珠間切痕７に押されて変位した場合におけるコード３への
負担はさらに少なくなる。
【００３４】
　以上の蛇行形状であっても、上記コード３の保護作用及びタッチノイズの軽減効果を得
ることができる。特にブッシング４とコード３との接触面積が広いほど効果的であり、コ
ード３を螺旋状に蛇行させる第４の例等は特に効果的である。
【００３５】
　以上のように本実施の形態のヘッドホンによれば、コード３が歩行時などに物体に接触
することにより生ずる振動が、ブッシング４及び珠間切痕７を含む人体により吸収・分散
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されるため、タッチノイズを軽減することができる。
【００３６】
　尚、本発明は上記実施の形態に限られるものではなく、趣旨を逸脱しない範囲で適宜変
更することが可能なものである。例えば、上記実施の形態においては、本体部２が外耳道
６に挿入されるいわゆるカナル型の構成を示したが、本発明はこれに限定されるものでは
なく、例えば本体部を外耳道６の入口の外耳５部分に引っ掛けるような、カナル型以外の
インナーイヤー型ヘッドホン等にも適用できるものである。
　また、同じカナル型であってもドライバユニットが先端にあるものにかぎらず、耳介の
外部にあるものであっても同様に適応できる。
【００３７】
　また、本発明において、「蛇行」とは、種々の形状を含むものである。コード３に接す
る接線の角度がブッシング４内において少なくとも一度変化すれば、従来よりもタッチノ
イズを軽減することができる。ただし、コード３に接する接線の角度がブッシング４内に
おいて変化する回数が多いほどブッシング４とコード３との接触面積を広くすることがで
き、タッチノイズをより軽減することができる。また、図６の奥行き方向に蛇行するよう
に構成してもよい。
　また、本発明において、「蛇行」とは、図６～図１４それぞれにおけるコード３の配設
状態のように、種々の形状を含むものである。例えば、第４の例のように螺旋状に配設さ
れる状態も含むものである。なお、コード３に接する接線の角度がブッシング４内におい
て少なくとも一度変化すれば、従来よりもタッチノイズを軽減することができる。ただし
、コード３に接する接線の角度がブッシング４内において変化する回数が多いほどブッシ
ング４とコード３との接触面積を広くすることができ、よりタッチノイズを軽減すること
ができる。また、図６～図１４における奥行き方向に蛇行するように構成してもよい。
【符号の説明】
【００３８】
　１　ヘッドホン
　２　本体部
　３　コード
　４　ブッシング
　５　耳介
　６　外耳道
　７　珠間切痕
　１０　延出部
　１１　筺体
　１２　イヤーピース
　１３　開口部
　１５　後端部
　１６　隙間
　１７　孔
　２１　第１の開口部
　２２　第２の開口部
　２５　ドライバユニット
　３１　通孔
　３２　導電線
　４１，４２，５１，５２，５３，５４，５５，５６，５７，５８，５９，６０，６１　
蛇行部



(8) JP 2013-192032 A 2013.9.26

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 2013-192032 A 2013.9.26

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(10) JP 2013-192032 A 2013.9.26

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(11) JP 2013-192032 A 2013.9.26

【図１３】 【図１４】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

